
14大村市議会だより

村
上

　信
行 

議
員

さ
き
の
議
会
に
お
い
て
、

市
は
柴
田
地
区
か
ら
の
地

元
要
望
「
８
項
目
」
に
対

し
て
、
地
元
や
市
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
で
協
議
す
る
こ
と
を
約
束
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
市
は
積
極
的
に
地
元

住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
会
議
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
住
宅
密
集
地
区
に
ト

ン
ネ
ル
口
を
設
置
す
る
全
国
初
の
事
例

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
に
地
権
者

の
代
表
者
を
入
れ
、
規
約
を
つ
く
り
、

会
議
を
公
開
と
し
、議
事
録
を
周
知
し
、

ま
た
、
協
議
会
終
了
後
は
地
元
説
明
会

を
開
催
し
、
地
元
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

柴
田
地
区
の
新
幹
線
対
策
協
議

会
に
つ
い
て
は
、
市
と
鉄
道
・

運
輸
機
構
、
地
元
の
三
者
が
平
等
に
、

自
由
な
意
見
を
出
し
、
問
題
の
解
決
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、地
元
要
望
の
８
項
目
に
つ
い
て
も
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
協
議
会
の
中
で
協
議

し
た
い
。

  

村
上

　信
行 

議
員

新
幹
線
の
開
業
問
題
を
考

え
る
与
党
検
討
委
員
会
が

始
ま
り
、
大
半
の
国
会
議

員
や
長
崎
市
、佐
世
保
市
、

嬉
野
市
、
武
雄
市
の
沿
線
の
首
長
は
リ

レ
ー
方
式
に
よ
る
暫
定
開
業
、
も
し
く

は
フ
ル
規
格
に
よ
る
本
格
開
業
を
希
望

し
て
い
る
。
諫
早
市
長
は
、
フ
ル
規
格

で
の
本
格
開
業
に
よ
る
遅
れ
は
困
る
と

の
考
え
で
あ
る
。Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
完
成
は
不

可
能
と
言
わ
れ
る
中
で
、
大
村
市
長
と

し
て
も
態
度
を
表
明
し
て
は
ど
う
か
。 

新
幹
線
開
業
に
関
す
る
考
え
に

つ
い
て
は
、
国
の
Ｆ
Ｇ
Ｔ
に
対

す
る
考
え
や
財
源
、
佐
賀
県
の
問
題
等

を
慎
重
に
考
え
、結
論
を
出
す
。
ま
た
、

県
と
県
内
の
沿
線
３
自
治
体
の
首
長
で

協
議
し
、
国
か
ら
の
説
明
を
受
け
た
上

で
、
長
崎
県
と
し
て
の
方
向
性
を
出
す

こ
と
と
し
た
。
国
か
ら
正
式
に
聞
き
取

り
の
話
が
あ
っ
た
後
、
し
っ
か
り
と
態

度
を
表
明
す
る
。

 

廣
瀬

　政
和 

議
員

与
崎
〜
本
野
間
の
国
道
34

号
の
拡
幅
改
良
に
つ
い

て
、
諫
早
市
の
本
野
地
区

は
先
行
し
て
工
事
が
進
ん

で
い
る
が
、
鈴
田
地
区
の
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。
ま
た
、
新
幹
線
工
事
の

作
業
道
路
と
し
て
一
部
拡
幅
さ
れ
て
い

る
白
鳥
橋
〜
惣
原
区
間
の
市
道
に
つ
い

て
は
、
工
事
終
了
後
も
そ
の
ま
ま
残
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

国
道
34
号
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
計
画
段
階
評
価
に
進
め

る
た
め
の
調
査
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、

地
域
等
の
意
見
聴
取
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
幹
線
工
事
に
伴

い
拡
幅
さ
れ
た
当
該
区
間
の
市
道
に
つ

い
て
は
、
見
通
し
や
縦
断
勾
配
に
お
い

て
構
造
上
問
題
が
あ
る
た
め
、
残
す
こ

と
は
困
難
だ
が
、
国
道
出
口
付
近
に
つ

い
て
は
、基
準
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、

関
係
者
と
協
議
し
た
い
。

 

田
中

　秀
和 

議
員

市
街
地
な
ど
の
学
校
周
辺

に
お
い
て
は
、
ゾ
ー
ン
30

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
制
限
速
度
50
キ
ロ

の
道
路
周
辺
に
あ
る
学
校
を
通
行
す
る

車
両
の
速
度
は
速
く
、特
に
朝
の
通
勤
・

通
学
時
の
時
間
帯
な
ど
は
非
常
に
危
険

性
が
高
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
信
号
機

の
設
置
が
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
横
断
歩

道
が
目
立
つ
よ
う
に
カ
ラ
ー
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

通
学
路
を
含
め
た
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
か
ら
市
長
、
教
育
長
に
要
望
、
議

会
に
は
陳
情
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
警
察
や
道
路

管
理
者
、
安
全
対
策
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
横

断
歩
道
の
カ
ラ
ー
化
に
つ
い
て
も
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小
林

　史
政 

議
員

長
崎
新
幹
線
の
本
格
開
業

の
遅
れ
は
、
市
民
に
と
っ

て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

Ｆ
Ｇ
Ｔ
方
式
と
対
面
乗
り

換
え
方
式
を
比
較
し
た
と
き
、
年
間
乗

降
客
数
と
経
済
波
及
効
果
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
の
か
。
ま
た
、
福
重
地

区
付
近
の
「
立
花
水
源
」
に
在
来
線
の

新
駅
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
新

駅
と
駅
前
広
場
の
建
設
費
用
は
ど
の
程

度
に
な
る
か
尋
ね
る
。 

 

長
崎
新
幹
線
の
本
格
開
業
の
遅

れ
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
新
大
村
駅
前
に
お
け
る
土
地
区
画

整
理
事
業
に
影
響
が
出
る
こ
と
と
な

り
、
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、
福
重
地

区
の
在
来
線
新
駅
の
駅
前
広
場
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
新
駅
と
駅
前
広
場
を
設
置

す
る
た
め
の
費
用
は
発
生
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

A 新
幹
線
工
事
の
地
元
対
策
の

　
　
　
　
協
議
会
の
対
応
は
？

新
幹
線
の
開
業
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
市
長
の
考
え
は
？

国
道
34
号
な
ど
鈴
田
地
区
の

　
　
　
　
道
路
行
政
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策

長
崎
新
幹
線
と
今
後
の
大
村
の

　
　
　
　
　
　
発
展
に
つ
い
て

A

AA

注
12

注
12
：
公
共
事
業
の
実
施
過
程
の
透
明
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
計
画
段
階
に
お
い
て
事
業
評
価
を
行
う
取
り
組
み

A


